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(１１）

LＥＮＧＯＣＣＨＡＮＨＴＩＮ

１．はじめに

周知の通り、ベトナムは千年以上中国の支配下に置かれ、漢語はその長い文化交

流の歴史の中でベトナムに輸入され、ベトナムの言語に大きな影響を与えた。ベト

ナムは現在、漢字の刻された膨大な量の石碑等の遺物を残しており、それは漢語が

ベトナムに早い時期に入ってきたことを物語っている。東漢時代に漢字と漢語がか

なり幅広くベトナムで使用され始め、６世紀終りから１０世紀初にかけて、ベトナム

で正式な文字になり、徐々にベトナム語に影響を与えていった(''・漢語起源語葉は

政治・経済・文化・社会などあらゆる学術分野で使用されている。現代ベトナム語

の論説体の文章で使用される漢語の割合は、日常会話に比べて格段に高い。また、

漢語起源語蕊はベトナム人の意識に深く入り込み、ベトナム人の知的活動に強い影

響を与えている。

ベトナム語の中の大部分の漢語はベトナム語化された上に、漢字は既に正許法と

して使われていない。そのため、現在、漢字はベトナム人日本語学習者にとって日

本語学習の大きな障碍となっている。そこで、本稿では、日本語・ベトナム語・中

国語における漢語の意味的・統語的属性を比較した上で、その初歩的考察の成果を

述べ、ベトナム人日本語学習者が漢語を習得する際、あるいは日本人ベトナム語学

習者が漢越語（漢越語はベトナム語が唐代より長安の音読の基礎に基づいて借用し

た漢語語棄である。長安の読音はその時の正式の読音（｢官音｣）である(2)）を学ぶ

際の一助となるよう現代中国語と対照しつつ、意味的・統語的属性の異同について

記述する。また、日本語・ベトナム語・中国語における同形漢語の意味と用法の変

遷を明らかにするために個々の言語における古い意味・用法とも比較対照する。

以上を踏まえて本稿では、日本語・ベトナム語・中国語における漢語起源語蕊に

ついて比較対照することにより、各言語における漢語起源語葉の特徴を明らかにす

ることである。
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2.1日本語・ベトナム語・中国霞における漢語の収集と分類

まず、日本語・ベトナム語更には現代中国語における漢語の意味的・統語的属性

についての変遷を明確にするために現代中国語で日常用いられる漢語のうち日本語

でもベトナム語でも使われる同形漢語を選定して、比較対照のための分類方法を示

す。

３種の辞典（｢明鏡国語辞典」（2011)、「大辞林」（1989)、「広辞苑」（第五版）

(1998)）に基づいて日本語における漢語起源語蕊を収集し、３種の辞典（Ｄｑｊ雄旋〃

"蛇崎1999,ｍ榊'勘g〃‘'2010,””"麺噛1998）に基づいてベトナム

語における漢語起源語葉を収集する。その後、日本語においてもベトナム語におい

ても次の条件をすべて満たして使われる同形漢語を対象とする。

・日本語における同形漢語は3種の辞典（｢明鏡国語辞典」（2011)、「大辞林」（1989)、

「広辞苑」（1998）すべてに記載されていること。

･ベﾄﾅﾑ語における同形漢語は3種の辞典(Dgj妨或動"蛇”1999,”""

〃蛇”2010,”‘泥"'雌噸1998）すべてに記載されていること。

・現代日本語でも現代ベトナム語でも日常生活で使われていること。

・実例があること。

・現代中国語でも使われていること。

現代中国語でも使われていることに関しては、４種の辞典（｢中国語辞典」（2002)、

｢中日辞典」（2002)、「現代中国語辞典」（1985）及び「底用沢語同典』（2000)）を

参考とした。

最後は日本語でもベトナム語でも使われる同形漢語の分類を現代語における漢語

の意味と用法に基づいて行う。

上記の条件に基づいて日本語でもベトナム語でも使われる同形漢語を収集し、そ

の後、現代語における漢語の意味と用法に基づいて以下のように大きく３つのグル

ープに分けて整理した。

１．日本語とベトナム語で意味が異なる例

１－１．日本語のみ中国語と類似している例

1-2．ベトナム語のみ中国語と類似している例

1-3．日本語・ベトナム語とも中国語の一部の意味と類似している例

２．日本語とベトナム語で意味が類似している例

２－１．中国語とほぼ同じであるが、日本語では新しい意味が発生している例
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2-2．中国語とほぼ同じであるが、ベトナム語では新しい意味が発生している例

2-3．中国語とほぼ同じであるが、統語的には、異なる特徴を示す例

2-4．中国語の一部の意味と類似している例

2-5．中国語とほぼ同じであるが、日本語では音節の順序が異なっている例

2-6．中国語とほぼ同じであるが、ベトナム語では音節の順序が異なっている例

３．３言語とも意味が全く異なる例

以下は上記の条件を満たしている日本語でもベトナム語でも使われる同形漢語の

一覧である。

グループ 日本語（漢語）

１－１

１－１－１ 異議

1－１－２ 意図

1-1-3 運転

1－１－４ 加速

１－１－５ 監督

１－１－６ 始終

1－１－７ 充満

1－１－８ 女装

1－１－９ 出港

1－１－１０ 墜落

１－１－１１ 入港

1－１－１２ 俳個

1－１－１３ 平穏

1－１－１４ 麻酔

1－１－１５ 無縁

1－２

１－２－１ 運動員

1－２－２ 温存

1－２－３ 階段

1-2-4 家族

1-2-5 謹慎

1-2-6 結束

1－２－７ 厳重

1－２－８ 工事

1-2-9 合同

1-2-10 指摘

ベトナム語（漢越語）

Dinghi

Ｙｄ６

VincImy6n

Gial6c

Giiimd6c

ThUychung

Sungmmn

Ｎ⑰ｔｍｎｇ
ｐ

Ｘｕｉｉｌ cang

Truyl3c

Ｎｈ卯ｃａｎｇ

B6ih6i

Bｉｎｈ６ｎ

Ｍａｍｙ

V6duyGn

Viind0ngvi釦

Ｏｎｌ６ｎ
角

Ｇｉａｉｄｏ?、

Ｇiｎ

C6nlh3n

Kａｔｈｉｃ

ＮｇｈｉＣｍｔｍｎｇ

Ｃ6,9坪

H”ｄ6mｇ

Ｃｈｉｔｒｉｃｈ

中国語

界波

意閤

迄特

加速

蝋督

始磐

充満

女装

出港

堅落

入港

神術１

平穏

麻解

元鎌

迄功員

泌存

附段

家族

雌恢

錯束

iI腿亜

邪

合同

脂摘
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(１４）

１－２－１１ 想念

1-2-12 特派員

1－２－１３ 人参

1－２－１４ 頒布

1-2-15 勉強

1-2-16 迷惑

1-2-17 用意

１－３

１－３－１ 健全

1－３－２ 手段

1-3-3 同悩

1－３－４ 訪問

2－１

2－１－１ 意見

2-1-2 適当

2-1-3 発展

2-1-4 無理

2-1-5 猶予

2-2 結幡

2-3

2－３－１ 関心

2-3-2 危書

2-3-3 混乱

2－４

2-4-1 爽快

2-4-2 不満

2-4-3 練習

2－４－４ 堅持

2-5

2-5-1 制限

2-5-2 食柵

2－６

2-6-1 釈放

2-6-2 例外

３ 丁寧

１７１

Tumlgni§、

DIlcplliivicn

ＮＭｍｓａｍ

Bｍｂ６

Ｍｉ６ｎｃｕ５Ｔｈ９

Ｍ、ｈｏ③ｃ

Dungy

Ｋｉ#、to師

Ｔｈｎｄｏ噂、

D6ngtinh
d

Pl16ngvan
角

Ｄ

Ｙｋｉ６ｎ

Thichdinｇ

PM1trisn

Ｖ６１ｙ

DｏｄＶ

K6〔ｈ６ｎ

Quamtim

Nguyhai

H6nlo?、

Sdngkhoii
Ｆ

Ｂｉｉｔｍ両、

Luy●mt抑

ＫｉＣｎｔｒｉ

H?ｎｃｈ６

LumlgthUc

Ph6ngthich

Ｎgoml'＠

Dｉｎｈｎｍｈ

想念

特派瓜

人参

頒布

勉弧

迷惑

用意

健全

手段

1１ 慨

iｊ 何

意児

適当

茂展

元

批撒

錯妬

失心

危謝

混乱

爽快

不満

雛刻

堅持

限制

鞭食

聯放

例外
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2.2同形漢語の意味・用法の比較

以上の同形漢語の意味と用法の変避を明らかにするために個々の言語における古

い意味・用法とも比較対照する。

ベトナム語と中国語における漢語の品詞の判別は困難であるが、日本語における

漢語の品詞を区別することはそれ程困難ではない。よって、ベトナム語における漢

語の品詞に関しては、、αj”Ｄ物”廼噸1999、ｎｒＤｊ釦稲ｚｇ”1998,所Ｄ勧

堀哩晦/２０１０及び耐ﾉＣａ〃油J９噸ﾙ卿”il999の記述を参考としつつ、筆者の

内省に基づき判断した。

中国語における漢語の品詞に関しては、「中国語辞典」（2002)、「中日辞典』（2002)、

｢現代中国語辞典」（1985）及び『応用双濡河典」（2000）の記述を参考とした。

現代中国語で日常用いられる漢語のうち日本語でもベトナム語でも共通して用い

られる同形漢語の考察・分析を通じて、中国語から日本語・ベトナム語への借用の

過程として、以下のいくつかのパターンを導き出すことができた。

①現代日本語における漢語の意味・用法においては古代中国語に直接由来するパタ

ーンが最も多い（24語)。例えば、「異議｣、「充満｣、「出港｣、「墜落｣、「俳個」など

である。「異議」を考察してみよう。

[中］異議

「異議」という漢語は、元来、以下のように大きく２つの意味がある(3)。

１．他と異なった議論。不同意。異論。異見

例、「物無異議」（『顔氏家訓」（601-04)、慕賢）

２．裁判に於て法官の意見が一致しないときは各其の所見を申べて異議を為すこと

を得。但し異議は甲・乙・丙の三説を限とし、多数に依って決を採る

例、「諸疑罪、各依所犯以賊論、疑獄、法官執見不同者、得為異議、不得過三」

（『唐律」（652)、断獄、疑獄）

ｌは７世紀初には用いられており、現代でもまだ用いられる。

例、「我仙没有界似」（我々には異議がない）

２は７世紀中には用いられたが、現代では用いられない。

［日］異議

日本語に借用されると、「異議」は以下のように大きく２つの意味がある(4)。

１．他と違った議論や意見。また、相手の期待したのとは反対の意志を表わすこと。
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異論。異存。

例、「おもひおもひ異議まちまち也」（｢平家」（１３世紀前）七・返牒）

２．法律用語。

イ．法律上の効果を生じようとする他人の行為に対して反対または不服の意思を表

示すること。

例、「債務者が異議を留めずして前条の承諾を為したるときは」（｢民法」（明治

二九年）（1896）四六八条）

ロ．裁判所その他の国家機関の処分に対する反対または不服の意思表示。

例、「否らざるときは替類の送達なしと錐も異議を申立ることを得ず」（｢刑事訴

訟法」（明治二三年）（1890）一八条）

ｌは古代中国語の「異議」のｌと同様であり、１３世紀前半には用いられており、

現代でもまだ用いられる。

例、「異議を唱える」

よって、現代日本語の「異議」の意味は古代中国語の「異議」のｌに由来すると

考えられる。

２イと２ロは法律分野で明治時代に用いられたが、現代では用いられない。

[越］Dinghi（｢異議｣）

ベトナム語の古い用法に関しては、残念ながらRhodes（1651)、ＨＴＣ（1894-95）

には見えない。現代ベトナム語のdinghiはＢＡｎｔＡｎｖ６ｉｙｃｈｅｔ魁ch,ｐｈ釦ｄ６ｉ（叱責

の意図、反対の意図をもって議論する、異議を唱える）という意味で用いられる。

例、Danlang4L聖hｉｖｅｃｈｕｙｅｎＡｙ（村中がそのことについて責め立てた）

現代ベトナム語のdinghiは「叱責する。責める」のような用法が発生して、結果

としては、「非難する」という意味が発生してきたと考えられる。

次に多いのは新しい意味で用いられるパターンである（13語)。例えば、「運転｣、

｢運動員｣、「温存｣、「階段｣、「迷惑｣、「用意」などである。「迷惑」を考察してみよ

う。

[中］迷惑

「迷惑」という漢語は、元来、以下のように大きく３つの意味がある(5)。

１．路にまよふ。

例、「j些惑失道」（『孔子家語」（成立年代未詳)、執轡）

２．心がまよひまどふ。

例、「士卒迷惑」（｢六婚」（貌晋時代に成立)、豹鞘、鳥雲山兵）
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3．まどはす。

例、「縫衣浅帯、矯言偶行、以迷惑天下之主」（荘子、盗妬）

１は現代では用いられないが、２，３は現代でもまだ用いられる。

例、「I1Ir了弛的活、他心理迷惑起来」（彼女の話を聞いて、彼はわけがわからな

くなった)、「花言巧語塗盛人」（甘言で人を惑わす）

[日］迷惑

日本語に借用きれると、「迷惑」は以下のように大きく３つの意味がある(6)。

１．どうしてよいかわからないで途方にくれること。困窮すること。戸惑うこと。

例、「皇居になれざるが故に心迷惑す」（｢平家５」（１３世紀前)）

２．ある行為によって、負担を感じ、不快になること。また、そのさま。

例、「さぞ花松殿は、ご迷惑に思しめさうずる」（『謡曲」（1685）・丹後物狂、間

狂言）

３．ある行為の結果生ずる不利益、負担など。

例、「所労の人に迷惑をかけるのも本気ではないから」（｢満韓ところどころ」

（1909)、夏目激石、一○）

１は古代中国語の「迷惑」の２と類似し、１３世紀前半には用いられたが、現代で

は用いられない。古代中国語の「迷惑」の１，３は日本語では用いられない。

日本語に入ると、「迷惑」は上記の２，３という２つの新しい意味が発生した。２

は１７世紀には用いられており、現代でもまだ用いられる。３は２０世紀初には用い

られており、現代でもまだ用いられる。

[越］Ｍｅｈｏｉｉｃ（｢迷惑｣）

ベトナム語の古い用法に関しては、残念ながらRhodes（1651)、ＨＴＣ（1894-95）

には見えない。現代ベトナム語のｍ６ｈｏ‘ｃはLiimchomAttinht釦,ｍ証sfingsu6t，

mtlqu加gtintheo（冷静さ、明噺さを失い、盲目なまま）という意味で用いられる。

例、Dimgtithuy6tmeho函ｃ（邪説を利用して惑わす)、Ｂ１型§_hg聖ｂ６ｉｎｈｉｍｇ

Ｉ６ｉｖａｎｈｏａｂａｙｂｌｒ６ｍ（甘言に惑わされる）

この意味は古代中国語の「迷惑」の３と同様である。よって、現代ベトナム語の

ｍｅｈｏ‘cの意味は古代中国語の「迷惑」の３に由来すると考えられる。

さらに、古代中国語の一部と類似し、新しい意味が発生しているパターンもある

(lＯ語)。例えば、「監督｣、「始終｣、「無縁｣、「結束｣、「合同｣、「無理｣、「猶予」な

どである。「猶予」を考察してみよう。

[中］猶諜
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「猶溌」という漢語は、元来、「退疑不決」（ぐずぐずして決断しない。蹄鰭する）

という１つの意味しかない(7)。

例、「心猶溌而狐疑号、欲自適而不可」（｢楚辞｣、高騒）

この意味は現代でもまだ用いられる。

例、「地又升始逃埋起来了」（彼女はまた踊踏し始めた）

［日］猶予

日本語に借用されると、「猶予」は以下のように大きく４つの意味がある(8)。

１．うたがいためらうこと。ぐずぐずしていて、決定．実行しないこと。

例、「野心難改、情懐猶予」（｢三教指帰」（797頃）下）

２．日時を延ばすこと。許して実行を遅らせること。延引。遷引。

例、「まづまづ若殿様、暫く御猶予なし被下ませふ」（｢歌舞伎・韓人漢文手管

始」（唐人殺し）（1789）一）

３．特に、執行猶予、徴兵猶予などをいう。

例、「私はまだ猶予中ですが検査を受けたって吃度駄目です。不合格のやうな健

康を持つと、私軍隊生活の出来るやうな人が羨ましくってなりません」（｢或る

女」（1919）〈有島武郎〉後．三四）

４．余裕。

例、「斯く貨財の進むに従ひ、人心亦大に猶予を得て」（『日本開化小史」（1877

-82）〈田口卯吉〉一・一）

’は古代中国語の「猶諜」の原義と類似し、８世紀終りには用いられており、現代

でもまだ用いられる。

例、「一刻の猶予も許されない」

よって、現代日本語における「猶予」の「うたがいためらうこと。ぐずぐずして

いて、決定・実行しないこと」という意味は古代中国語の「猶橡」の原義に由来す

ると考えられる。

日本語に入ると、「猶予」は上記の２，３，４という３つの新しい意味が発生した。

２は１８世紀終りには用いられており、現代でもまだ用いられる。

例、「債務者が支払いの猶予を求める」

３は２０世紀初に用いられたが、現代では用いられていない。４は１９世紀終りに用

いられたが、現代では用いられていない。

[越］ＤｏｄＵ（｢猶予｣）

ベトナム語の古い用法に関しては、残念ながらRhodes（1651)、ＨＴＣ（1894-95）

１６７
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には見えない。現代ベトナム語のｄｏｄＵはChuaquyetdinhdWcvic6nnghing?ｉ

(疑わしく不安で、決められない）という意味で用いられる。

例、ＳＯｔｈ§tbainen4g-虫（失敗を恐れて、ためらう）、Kh6ngmOtchljtdodU

（少しもためらわない）

この意味は古代中国語の「猶橡」の原義と同様である。よって、現代ベトナム語

のdodLrの意味は古代中国語の「猶橡」の原義に由来すると考えられる。

最後は現代中国語と共通の意味・用法を持つパターンである（７語)。例えば、「意

図｣、「加速｣、「麻酔」などである。

②現代ベトナム語における漢語の意味．用法においても古代中国語に直接由来する

パターンが最も多い（31語)。例えば、trUyl?ｃ（｢墜落｣)、６，t6，（｢温存｣)、cAn

th釦（｢謹慎｣）などである。ｍｙｌａｃ（｢墜落｣）を考察してみよう。

[中］墜落

「墜落」という漢語は元来、以下のように大きく２つの意味がある(9)。

ｌ・「下落：悼落」（落下する、落ちる）

例、「星有墜落、乃為石突」（｢顔氏家訓」（601-04)、蹄心）

２．「衰敗；没落」（衰微する、没落する）

例、「初、公在真州、有侶単、流沸言其祖仕先朝為諌臣長、墜落至此、無面見日

月」（宋・葉適、「中奉大夫太常少卿直秘閣至卿仕藤公墓志銘｣）

ｌは７世紀初には用いられており、現代でもまだ用いられる。

例、「熱気球墜落下来」（熱気球が落ちてくる）

２は宋代には用いられたが、現代では用いられない。

[日］墜落

日本語に借用されると、「墜落」は以下のように大きく２つの意味がある(１０１。

１．高いところから落ちること。下に落ちること。

例、「是等の負担は皆自余の人民の頭上に墜落する者なり」（｢経国美談」（1883

-84）〈矢野龍渓〉後．二）

２．盛んな状態から急激に衰微、没落の状態になること。

例ｌ、「徳川氏の失敗は封建制度の墜落となれり」（｢日本文学史骨」（1893）〈北

村透谷〉四）例２，「全盛の頂上から一時に墜落してロシアに逃げ延び」（『春寒」

（1921）〈寺田寅彦>）

ｌは古代中国語の「墜落」のｌと類似し、１９世紀終りには用いられており、現代
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でもまだ用いられる。

例、「事故機が海に墜落した」

よって、現代日本語の「墜落」の意味は古代中国語の「墜落」のｌに由来すると

考えられる。

２は宋代には用いられる中国語の「墜落」の２と類似し、１９世紀終りには用いら

れたが、現代では用いられない。

[越］TrUyl3c（｢墜落｣）

ベトナム語の古い用法に関しては、残念ながらRhodes（1651)、ＨＴＣ（1894-95）

には見えない。現代ベトナム語のtrWlqcはＳａｎｇ園vaoI6is6nganchoithAphen，

xＡｕｘａ（卑屈な暮らし方を強いられる。堕落する）という意味で用いられる。

例、L6is6ngtrUyl壁（堕落した生活)、LamtrUylagthanhnien（青年を堕落さ

せる）

この意味は宋代に用いられる中国語の「墜落」の２と同様であるが、「暮らし方は

盛んな状態から急激に衰微、没落の状態になること」を指す場合のみを用いられる。

よって、現代ベトナム語のtmyl3cの意味は宋代には用いられる中国語の「墜落」の

2から発生したと考えられる。

一見してわかる様に「墜落」と「堕落」は形式的にかなり似通っている。そこで、

現代日本語・現代ベトナム語・現代中国語における「墜落」と「堕落」の意味を比

較してみよう。

現代中国語の「墜落」と「堕落」は意味が全く異なる。「墜落」は「落ちる」の意

味を表わし、「堕落」は「品行が悪くなり、生活が乱れること」の意味を表わす。

現代日本語の「墜落」と「堕落」は意味が全く異なる。「墜落」は現代中国語の

｢墜落」の意味と同様に用いられ、「堕落」は現代中国語の「堕落」の意味と同様に

用いられる。

現代ベトナム語のtrUyklcとd9al3cは意味がほぼ類似している。現代ベトナム語

のtrUylacは「Sangavihol6is6ng師choithAphも､,ｘＡｕｘａ（卑屈な暮らし方を強

いられる。堕落する)」の意味を表わし、dOal3cは「６t噂ngtMisas1jtved3odIrc・

phAmcach（道徳、品行が悪くなる状態にある)」の意味を表わす。

以上を見ると、意味的には現代中国語・現代日本語の「墜落」と「堕落」は全く

異なり、現代ベトナム語のtrUyklcとｄ９ａｌｑｃがほぼ類似していることから、ベトナ

ム語においては、「墜」と「堕」の字形上の類似により「墜落trUyl3c」と「堕落dOa

l?c」が混同して用いられ、その結果tIWl3c,dOal3c共に現代中国語・現代日本語
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の「堕落」の意味を持つに至ったとも考えられる。

次は全く新しい意味で用いられるパターンである（14語)。例えば、ｄｉｎｇｈｉ（｢異

議｣)、ｖ釦chuy6n（｢運転｣)、ｇｉａｔ６ｃ（｢加速｣)、tllDychung（｢始終｣）などである。

最後は現代中国語と共通の意味・用法を持つパターンである（９語)。例えば、ｙ

ｄ６（｢意図｣)、ｖ､、。○nｇｖｉｅｎ（｢運動員｣)、giaidonn（｢階段｣)、nghiemtrlng（｢厳

重｣）などである。Nghi6mtrong（｢厳重｣）を考察してみよう。

[中］厳重

「大漢和辞典」（巻２：１１７９）によると、「厳重」は以下のように大きく３つの意味

がある。

１．尊びおもんずる◎尊重。

例、「諸侯以故厳重之、争為用」（『史記」（紀元前91頃)、瀞侠、郭解博）

２．威厳があっておもおもしい。

例、「安為人厳重有威、見敬於州里」（｢後漢普」（420頃)、哀安仲）

３．きびしい。おごそか。堅固。確賞。

例、「本朝上代有奉射的、般本式作法厳重也」（｢和漢三才闘曾｣、兵器、的）

この３つの意味の中で３の例文は日本の作品から引用きれているので、３は古代

中国語の「厳重」の意味ではないと考えられる。

「厳重」という漢語は元来、１．「尊びおもんずる。尊重｣、２．「威厳があっておも

おもしい」の意味がある。この２つの意味は現代では用いられない。現代中国語に

おける「P厘亜」は「深刻で重大である」という新しい意味が発生した。

例、「病情ｉｌ聡亜」（病状が重い)、「椛来評重的后果」（重大な結果をもたらす）

[日］厳重

日本語に借用されると、「厳正」は以下のように大きく３つの意味がある('１)。

ｌ・おごそかなこと。いかめしい様子。おそれおおいさま。げんじよう。

例、「伽藤を建立して一百余院の糖舎を造る。其の症厳微妙にして厳重なる事元

限し」（『今昔」（1120頃か）一・三一）

２．きびしいこと。ぬかりのないさま。厳密。厳格。げんじよう。

例、「武家斯くの如く申沙汰する上は、公家何ぞ異議に及ぶべきとて、巳に事厳

重（ケンヂウ）なりしかぱ」（｢太平記」（14世紀後）二四・依山門職訴公卿命

議事）

３．神仏の霊験があらたかな様子。げんじよう。

例、「恒例ハケ仏神事尽以断絶、厳重数代法文皆以紛失、誠所筋間食也」（｢中右
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記一天仁元年」（llO8）九月一八日）

ｌは古代中国語の「厳重」の２と類似し、１２世紀には用いられたが、現代では用

いられない。古代中国語の「厳重」のｌは日本語では用いられない。

日本語に入ると、「厳重」は上記の２，３という２つの新しい意味が発生した。２

は１４世紀後半には用いられており、現代でもまだ用いられる。

例、「警戒厳重｣、「厳重に点検する｣、「厳重な検査」

３は１２世紀初には用いられたが、現代では用いられない。

[越］NghiemtrQng（｢厳重｣）

ベトナム語の古い用法に関しては、残念ながらRhodes（1651)、ＨＴＣ（1894-95）

には見えない。現代ベトナム語のnghiemtrOngはOtrongtr4ngthAigaygodenmtc

c6ngｕｙｃｃｉｇａｙｒａｔａｃｈ《lil6n（重大な損害を与える危険があるほど深刻な状態にあ

る）の意味で用いられる。

例、蝿uquii聖hiemtrOng（重大な結果)、TinhhinhrAtnghiemtrOng（状況は

とても深刻だ）

この意味は現代中国語の「秤亜」の意味と同様である。よって、現代ベトナム語

のnghiemtmngの意味は現代中国語と共通の起源を持つと考えられる。

①と②から見ると、現代ベトナム語における漢語の意味・用法においては古代中

国語に直接由来するパターンが現代日本語より多い（31語＞24語)。現代ベトナム

語における漢語の意味・用法においては現代中国語と共通の意味・用法を持つパタ

ーンが現代日本語より多い（９語＞７語)。よって、現代ベトナム語における漢語の

意味・用法の方が中国語により近いと考えられる。

一方、現代日本語と現代ベトナム語における漢語の意味が新しい意味で用いられ

るパターンも少なくない。現代ベトナム語における漢語の意味・用法が古代中国語

の一部と類似し、新しい意味が発生しているパターンは見当たらない。

③古代中国語において用いられる漢語の複数の意味が日本語とベトナム語に借用さ

れると、何らかの意味が一つしか残らないようなパターンも少数見られる。何らか

の意味が一つしか残らないことは日本語とベトナム語における意味が異なる場合し

か見つからない。例えば、「手段｣、「訪問｣、「家族｣、「想念」などである。日本語と

ベトナム語における意味が類似している場合は見当たらない。

古代中国語の「訪問」は’．「諮問する、教えを請う」、２．「(取材や調査などのた

め）探し訪ねる。尋ねる、聞く」、３．「訪問する。訪れる」の意味がある(121が日本
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語に借用されると、「訪問する。訪れる」という意味しか残らないし、ベトナム語に

借用されると、「(取材や調査などのため）探し訪ねる。尋ねる、聞く」という意味

しか残らない。

④ある言語ではより具体的な意味で用いられ、他の言語ではより抽象的な意味で用

いられるというパターンもある。

日本語では、具体的な意味で用いられるが、ベトナム語では、より抽象的な意味

で使われる場合である。例えば、「俳個｣、「始終」などである。

古代中国語の「俳掴」は具体的な意味（｢さまよふ°たちもとほる。俳個。斐回｣）

しかない('3)。日本語に借用されると、具体的な意味（｢俳個」は「あてもなく歩き

まわすこと｣）でしか用いられないが、ベトナム語に借用されると、非常に抽象的な

意味（b6ih6iは「繰り返し心を揺り動かす感情や思いを抱えた状態にある（通常過

去の出来事に対する感情を指す)｣）で用いられる。

数量は少ないが、逆の場合もある。つまり、ベトナム語では、具体的な意味で用

いられるが、日本語では、より抽象的な意味で使われる場合である。例えば、「運

転」である。

古代中国語の「運転」は具体的な意味（｢めぐる◎はたらかす。囲郷。輪韓｣）し

かない(M)。日本語に借用されると、抽象的な派生義で（｢資金などを活用すること｣）

用いられる場合もあるが、ベトナム語に借用されると、具体的な意味（v5nchuy6n

は「乗り物や動物で遠い場所まで重いものを運送すること｣）でしか用いられない。

⑤現代日本語と現代ベトナム語で意味が類似し、古代中国語ともほぼ同じであるが、

統語的には、異なる特徴を示すパターンもある。典型的な例としては、「関心」が挙

げられる。

日本語の「関心」は「～に関心がある｣、「～に関心を持つ」という言い方がある

が、「・～に関心する」という言い方はない。つまり、「関心」は「する」の形で動

詞化することはできない。ベトナム語のquantamは動詞であり、多く．‘quantam

d6n＋～”の形で使用される。“quantamd6n＋～，．「～に関心を持つ」を「･～に関

心する」とする誤用が時々目につく。また、文中の他の語との共起関係という観点

から見ると、「発展」が挙げられる。ベトナム語では、kinht6PMttri6n（経済が塾

展する）とも、phattri6nkinht6（経済を塁壁_堂竺旦）とも言えるように、自動詞と

しても他動詞としても用いられる。一方、日本語では、自動詞として「経済が発展
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する」とは言えるが、他動詞として「･経済を発展する」とは言えない。

⑥現代日本語と現代ベトナム語で意味が類似し、古代中国語とほぼ同じであるが、

ベトナム語では修辞的意義が発生するパターンもある。典型的な例としては「結婚」

のような例である。

古代中国語の「結婚」は「夫婦の縁を結ぶこと。えんぐみ結昏。定婚」の意味で

用いられる('5)。現代日本語の「結婚」と現代ベトナム語のk6th6nの意味は古代中

国語とほぼ同じである。しかし、ベトナム語では、修辞的意義が発生している。ベ

トナム語では、ｋ６ｔｈ６ｎと意味の似かよった語としてcu6i,lay,ｃ６ｇｉａｄｉｎｈ,lapgia

dinhなどがあり口語ではこちらの方を用いる。日本語では、「兄は結婚した｣、「姉は

結婚した｣、「兄も姉も結婚した｣、「彼らは鎧妓手続きをしなければならない、結婚

届けを出さなければならない」と言い、中国語では、「野丹己鐙結婚了｣、「姐姐己姪

錯婚了｣、「評牙和姐姐都錯婚了｣、「他佃必須か理錯婚手錠、必須登妃結婚」と言い、

ベトナム語では､Anht6i型vO(血vO)r6i・Chit6i血ch6ngr6i・Anhchit6id6u

“望_空_ｑｉ旦ｈ（…L4il1h）r6iと言うのが普通で、最後の文は、Ｈ９ｐＭｉ伯mthlh

tUck6th唾,pMi“ngkｼ蜂th6nのようにk6th6n「(結婚)」を用いる。ベトナム語

には、二つの表現形式、書面語（書き言葉）と口語（話し言葉）があり、漢越語は

書面語で用いられ、そのほかは口語で用いられる傾向がある。

⑦古代中国語では、非難する意味を表さず、日本語に借用されても、非難する意味

を表さないが、ベトナム語に借用されると、非難する意味で使われるパターンもあ

る。例えば、「異議｣、「意図」などである。

古代中国語の「異議」は１．「他と異なった議論。不同意。異論。異見｣、２．「裁

判に於て法官の意見が一致しないときは各其の所見を申べて異議を為すことを得。

但し異議は甲・乙・丙の三説を限とし、多数に依って決を採る」という２つの意味

がある。１，２はともに非難する意味を表さない。日本語に借用されても、「異議」は

非難する意味を表わさないが、ベトナム語に借用されると、ｄｉｎｇｈ１は「叱責する。

責める」のような用法が発生し、結果として、非難する意味を持つに至った。

古代中国語では、非難する意味を表して、ベトナム語に借用されても、非難する

意味を表わすが、日本語に借用されると、非難する意味で用いられないパターンも

ある。例えば、「指摘」などである。

古代中国語の「指摘」は１．「彼此とさし示すこと。また、誤謬を指して之を摘溌
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すること｣、２．「指でつみとる◎えらび用ひる」という２つの意味がある('6)。その

うち、ｌは非難する意味を表す。ベトナム語に借用されると、chitrichは古代中国語

の「指摘」のｌと同様に用いられる。よって、ベトナム語のchitrichも非難する意

味を表す。日本語に借用されると、「指摘」は非難する意味で用いられない。

⑧古代中国語と現代日本語と現代ベトナム語で意味がほぼ類似しているが、現代日

本語で用いられる際は音節の順序が異なるパターンもある。例えば、「制限｣、「食

樋」などである。逆に現代ベトナム語で用いられる際は音節の順序が異なるパター

ンもある。例えば、ph6mgthich（｢放釈｣)、ngo4ile（｢外例｣）などである。

⑨現代日本語における漢語の用法が古い日本語から変化しているパターンもある。

例えば、「関心｣、「始終」などである。

現代日本語の「関心」は「関心する」という言い方はないが、１９世紀・２０世紀の

日本語では「関心する」という言い方があった。

例ｌ、「塵世の事に関心（クヮンシン）する勿（なか）れ」（『花柳春話」（1878

-79）〈織田純一郎訳〉付録・一）

例２、「観念の死ではなく、経験の死を知りたいのである。死の経験といふ最も

おそるべきことについて関心するのである」（｢死について」（1956-57）〈唐木

順三〉一）

つまり、現代日本語の「関心」は「関心する」の形で動詞としては用いられない

が、１９世紀・２０世紀の日本語における「関心」は「関心する」の形で動詞として用

いられた。

3．おわりに

３言語（特に、ベトナム語）における漢語の対照研究は極めて少ないので、本研

究はベトナム人日本語学習者が漢字を習得する際、或いは日本人ベトナム語学習者

が漢越語を学ぶ際の一助となるであろうと考えて敢えて研究に踏み込んでみた。

本稿を通じて、ベトナム人日本語学習者が漢字を習得する際、或いは日本人ベト

ナム語学習者が漢越語を学ぶ際は誤用しないよう日本語・ベトナム語・中国語にお

ける漢語の意味的・統語的属性の異同を理解することができるだけではなく、３言

語における漢語の意味的・用法的属性の変遷について初歩的考察の成果を述べるこ
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とができたと思う。また、各言語における漢語を比較対照することにより、現代日

本語・現代ベトナム語における漢語の特徴を抽出することができた。本稿をきっか

けに、３言語（特に、ベトナム語）における漢語の対照研究が今後より発展するこ

とを望んでいる。

今後の課題としては、「関心｣、「始終」のような漢語は古い日本語ではどのような

きっかけによって、「～する」の形で動詞として用いられるようになっているのか、

現代日本語ではどのようなきっかけによって、「～する」の形で動詞として用いられ

なくなったのか、その理由を言語類型論的観点から探ってみたいと思う。

また、本稿では、和製漢語（例えば、「文化｣、「科学｣、「幹部｣、「革命｣、「広場」

など）とベトナム人自身がつくった漢語（例えば、ｋｈＡｎｇｉｄ（｢看者｣）（観客)、ti6u

lien（｢小連｣）（軽機関銃)、sdngtnr6ng（｢銃長｣）（ライフル銃、小銃)、ｂ§ｎｈｃａｍ

(｢病感｣）（風邪)、ｙｔａ（｢医佐｣）（看護婦)、ＩｉｃｈｓＵ（｢歴事｣）（礼儀正しい）など）

についてはまだ言及していない。

和製漢語はベトナム・中国にいつ、どのように伝播し受容されるようになったの

か、日本語・ベトナム語・中国語における和製漢語の意味と用法を比較対照したい

と思う。一方、ベトナム語特有の「越製漢語」の語構成と意味・用法を明らかにす

ることも残された重要な作業であると思う。

略号

[中］中国語における漢語の意味・用法

[日］日本語における漢語の意味・用法

[越］ベトナム語における漢語の意味・用法

「大漢和辞典」：諸橋轍次著者「大漢和辞典」（縮篇版）大修館書店l976

Rhodes（1651）：AlexandreDeRhodesl651,”〔泥h伽"α腕-L”わ"-Lα""ル（thu6ng
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